
問

障
が
い
者
の
サ
ー
ビ

ス
利
用
す
る
際
の
区
分
決

定
ま
で

日
程
か
か
る
場

30

合
も
あ
り
、
本
人
や
そ
れ

を
支
え
る
家
族
も
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
。

早
期
に
支
給
決
定
を
す

る
べ
き
で
あ
る
。

支
給
決
定
ま
で
の
経
緯

と
検
討
す
べ
き
課
題
は
。

健
康
福
祉
部
長

サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
障
害
者
支
援
区
分
の

認
定
が
前
提
と
な
る
。

申
請
後
、
本
人
と
家
族

等
の
面
談
審
査
を
基
に
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る

一
次
判
定
結
果
を
踏
ま

え
、
医
師
意
見
書
等
の
内

容
と
併
せ
て
総
合
的
に
勘

案
、
二
次
判
定
と
し
て
月

１
回
の
認
定
審
査
会
の
審

査
は
約
１
か
月
を
要
す

る
。そ

の
後
、
障
害
者
相
談

支
援
専
門
員
が
面
談
の
上

「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

（
案
）
」
が
市
に
提
出
さ

れ
決
定
さ
れ
る
。

緊
急
や
む
を
得
な
い
理

由
に
は
、
み
な
し
区
分
認

定
や
特
例
給
付
費
制
度
も

あ
る
。

決
定
は
公
平
か
つ
適
切

に
行
う
が
、
一
人
一
人
に

寄
り
添
っ
た
支
援
が
で
き

る
よ
う
迅
速
な
対
応
に
努

め
る
。

問

障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス

を
担
う
法
人
で
は
、
計
画

相
談
事
業
所
が
慢
性
的
な

収
支
不
均
衡
（
赤
字
）
と

な
っ
て
経
営
を
圧
迫
し
て

い
る
。

発
達
障
が
い
児
の
急
増

な
ど
将
来
の
需
給
見
通
し

を
立
て
、
専
門
員
の
確
保

に
向
け
、
本
市
独
自
の
支

援
策
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
方
向
性
は
。

健
康
福
祉
部
長

障
が
い

者
サ
ー
ビ
ス
で
は
本
市
に

は
８
事
業
所
が
あ
る
。

県
内
他
市
も
本
市
同
様

経
営
が
難
し
い
状
況
で
あ

る
が
、
給
付
費
以
外
の
支

援
は
行
っ
て
い
な
い
。

４
月
の
報
酬
改
定
で
処

遇
加
算
が
創
設
さ
れ
「
相

談
支
援
専
門
員
の
増
員
が

促
進
さ
れ
る
」
と
の
国
の

見
解
も
あ
り
、
事
業
所
の

今
後
の
運
営
状
況
を
見
守

り
た
い
。

相
談
支
援
専
門
員
確
保

の
重
要
性
は
十
分
認
識

し
、
各
事
業
所
が
担
当
す

る
ケ
ー
ス
の
数
の
均
一
化

に
配
慮
す
る
。
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日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

10
本
共
産
党
の
坂
本
昌
栄
議
員
は
①
障
害
者
福
祉
、
②
介

護
保
険
運
営
協
議
会
及
び
鶴
岡
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
、
③
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
、
市
当
局
の
対
応
を
質
し
ま
し
た
。

障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
へ
の
支
援
は

問

介
護
保
険
運
営
協
議

会
及
び
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
運
営
協
議
会
の
委

員
構
成
と
公
募
の
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長

委
員
は

条
例
に
基
づ
き
関
係
団
体

か
ら
の
推
薦
で
選
出
し
、

公
募
委
員
は
広
報
等
で
周

知
し
３
人
で
あ
る
。

問

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
今
年

月
か
ら
区

10

域
変
更
な
ど
再
編
さ
れ
、

保
健
師
・
社
会
福
祉
士
・

主
任
介
護
支
援
専
門
員
の

３
職
種
の
配
置
と
、
第
２

層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
、
体

制
強
化
が
図
ら
れ
る
。
適

切
な
配
置
が
で
き
る
か
。

健
康
福
祉
部
長

包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談

は
、
平
成

年
度
は
４
万

29

２
１
８
５
件
と

年
前
の

5

１
・
６
倍
と
な
っ
て
い

る
。相

談
内
容
も
介
護
問
題

・
虐
待
・
認
知
症
の
一
人

暮
ら
し
・
高
齢
者
と
引
き

こ
も
り
の
子
ど
も
世
帯
な

ど
課
題
が
複
雑
な
事
例
も

多
く
、
専
門
性
を
活
か
し

た
体
制
強
化
が
急
務
で
あ

る
。し

か
し
、
現
時
点
で
2

委
託
法
人
か
ら
専
門
職
配

置
が
難
し
い
と
の
報
告
が

あ
り
、
配
置
が
出
来
る
よ

う
法
人
と
協
議
し
て
い

く
。

問

再
編
後
も
担
当
区
域

の
高
齢
者
人
口
が
６
千
人

を
超
え
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
２
ヵ
所
あ

り
、
更
な
る
再
編
の
検
討

は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

月
か

10

ら
の
下
半
期
は
、
住
民
の

相
談
先
が
変
わ
る
こ
と
を

最
小
限
に
配
慮
し
、
区
域

変
更
を
お
こ
な
っ
た
も
の

で
、
今
回
の
再
編
見
直
し

が
最
終
的
な
も
の
と
は
考

え
て
い
な
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
業
務
量
に
見
合
っ
た

体
制
が
保
た
れ
る
よ
う
、

さ
ら
な
る
見
直
し
と
、
そ

の
時
期
を
検
討
し
て
い

く
。

６
千
人
超
え
る
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
再
編
・
新
設
は

問

「
強
度
行
動
障
害
（
物

を
破
壊
す
る
・
他
人
へ
の

攻
撃
・
自
傷
行
為
な
ど
の

行
動
が
高
い
頻
度
で
起
き

る
。
医
学
用
語
で
は
な
く
、

行
政
や
福
祉
分
野
で
の
用

語
）
」
の
実
態
と
支
援
に

つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長

相
談
事

業
所
か
ら
の
定
期
的
報
告

で
は

数
名
い
る
と
の
こ

20

と
で
あ
る
。

通
所
事
業
所
を
対
象

に
、
実
態
把
握
の
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
、
該

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」条
例
制
定
は

当
事
業
所
に
対
し
個
別
の

聞
き
取
り
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

重
い
障
が
い
の
あ
る
人

も
そ
の
家
族
も
安
心
し
て

生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、

地
域
全
体
で
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
と
認
識
し
て
い

る
。

問

皆
川
市
長
の
公
約
で

も
あ
る
「
障
害
者
差
別
解

消
法
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え

た
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
検
討
状
況
と
制
定
時

期
は
い
つ
に
な
る
か
。

健
康
福
祉
部
長

一
番
重

視
し
た
い
こ
と
は
、
障
が

い
者
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
障
が
い
者
差
別
に
対

す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と

で
あ
る
。

条
例
制
定
に
関
す
る
市

民
の
関
心
を
高
め
、
積
極

的
議
論
が
出
来
る
土
壌
づ

く
り
と
、
制
定
の
意
味
や

内
容
、
普
及
に
つ
い
て
議

論
を
深
め
る
。

先
進
事
例
を
調
査
し
、

鶴
岡
市
障
害
者
施
策
推
進

協
議
会
か
ら
意
見
を
聞

き
、
障
害
者
団
体
と
も
意

見
交
換
し
準
備
を
進
め
て

い
る
段
階
だ
。

条
例
に
盛
り
込
む
内
容

に
つ
い
て
、
専
門
家
を
交

え
、
障
が
い
者
を
含
め
市

民
も
参
画
し
た
上
で
、
協

議
を
行
う
検
討
会
を
立
ち

上
げ
る
予
定
で
あ
る
。

制
定
時
期
は
、
検
討
会

で
の
協
議
後
明
確
に
し
て

い
く
。



問

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
と
は
、
そ
れ
ま
で
の

病
院
完
結
型
か
ら
地
域
完

結
型
に
移
行
す
る
と
し

て
、
生
活
上
の
安
全
・
介

護
・
予
防
の
み
な
ら
ず
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
た

様
々
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
が
日
常
生
活
の
場
で
適

切
に
提
供
で
き
る
よ
う
な

体
制
と
さ
れ
て
い
る
。

介
護
老
人
保
健
施
設

「
か
け
は
し
」
の
例
で
は
、

要
介
護
者
の
夜
間
臨
時
受

診
に
つ
い
て
、
タ
ク
シ
ー

会
社
か
ら
夜
間
対
応
は
で

き
な
い
と
い
う
連
絡
を
受

け
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
、
福
祉
介
護
運

送
事
業
を
行
っ
て
い
る
事

業
所
か
ら
対
応
し
て
も
ら

っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も

夜
間
体
制
が
な
い
場
合

は
、
対
応
が
で
き
な
い
と

の
説
明
を
受
け
て
い
る
。

福
祉
車
両
を
所
有
す
る

事
業
所
で
も
、
車
椅
子
の

専
用
車
両
は
所
有
し
て
い

る
が
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

付
き
の
車
を
配
備
し
て
い

る
会
社
は
一
社
の
み
で
あ

り
、
そ
れ
も
今
後
廃
車
に

す
る
状
況
と
の
こ
と
で
あ

る
。鶴

岡
市
は
東
北
で
一
番

広
い
面
積
を
有
し
て
い
る

自
治
体
で
あ
り
、
地
域
で

高
齢
化
が
進
む
状
況
を
踏

ま
え
、
福
祉
介
護
の
事
業

所
や
、
居
宅
介
護
を
さ
れ

る
市
民
生
活
を
考
え
た
場

合
、
現
在
も
将
来
も
、
移

送
支
援
は
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
考
え
る
。

市
と
し
て
の
要
介
護
者

の
移
送
手
段
に
つ
い
て
の

基
本
的
考
え
方
と
、
現
状

認
識
、
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長

事
業
所

で
は
、
限
ら
れ
た
車
両
台

数
や
利
用
す
る
時
間
帯
が

重
な
る
た
め
、
対
応
に
苦

慮
す
る
実
態
が
あ
る
。

緊
急
に
受
診
が
必
要
な

場
合
に
は
、
昼
夜
を
問
わ

ず
救
急
車
を
呼
ぶ
の
が
適

切
で
あ
る
。

要
介
護
者
の
移
送
に
は

専
用
車
両
の
確
保
が
重
要

で
あ
り
、
タ
ク
シ
ー
会
社

な
ど
民
間
事
業
所
と
の
連

携
強
化
が
望
ま
し
い
。

日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

10
本
共
産
党
の
山
田
守
議
員
は
①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
中
で
の
要
介
護
者
の
移
送
手
段
、
②
水
道
事
業
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
市
当
局
の
対
応
を
質
し
ま
し
た
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
9月13日入札分

・平成30年度市営ふじなみ住宅外壁改修工事（藤浪二丁目88番地1）
(入札3業者)
森建設工業(株) 4,500,000円（4,610,000円）工期～11/15（落札率97.61％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
9月13日入札分

・皇太神社線向沢橋単独災害復旧測量設計業務（槙代地内）(入札7
業者)
ブレンスタッフ(株) 5,400,000円（5,536,000円）期間～11/30（落札率97.54％）
・市道東新斎町西京田線防雪柵設置工事（平京田地内）(入札4業者)
(株)佐藤工務 17,000,000円（17,354,000円）工期～12/26（落札率97.96％）

9月11日入札分
・市道入山線道路災害復旧測量設計業務（関川地内）(入札12業者)
(株)石川測量事務所 2,500,000円（2,547,000円）期間～11/30（落札率98.15％）

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
9月13日入札分

・鶴岡駅前線道路改良測量設計業務（末広町地内）(入札12業者)
(株)東邦設計コンサル 2,630,000円（2,947,000円）期間～12/21（落札率89.24％）
・鶴岡駅地下道線道路改良測量設計業務（末広町・宝田一丁目地内）
(入札12業者)
綜合技術テクノス(株) 5,750,000円（5,846,000円）期間～12/21（落札率98.36％）
・鶴岡公園新形町線道路修景測量設計業務（家中新町地内）(入札1
2業者)
(有)安野測量事務所 7,800,000円（8,017,000円）期間～31/2/28（落札率97.29％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月12日入札分

・市集落排水事業 羽黒中央地区黒瀬・西荒川第２ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟほか
改良工事（羽黒町黒瀬ほか地内）(入札5業者うち2業者辞退)
(株)誠朋建設 30,850,000円（31,523,000円）工期～31/3/25（落札
率97.87％）
・市公共下水道事業 汚水1号幹線13－23－1－2号ほかﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ新
設工事（藤沢地内）
中止

水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月14日入札分

・暮坪地内暮坪橋径100粍配水管移設工事（暮坪地内）
中止

9月12日入札分
・宝田三丁目地内径150粍配水管移設工事（宝田三丁目地内）
中止

要
介
護
者
の
移
送
手
段
、
今
後
の
対
応
は

問

県
の
広
域
水
道
施
設

建
設
の
根
拠
と
な
っ
た
水

需
要
計
画
は
、
現
在
の
水

需
要
で
も
隔
た
り
は
大
き

く
、
過
大
な
計
画
が
現
在

の
水
道
事
業
に
影
響
を
与

え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

上
下
水
道
部
長

広
域
水

過
大
な
水
需
要
計
画
が
水
道
事
業
に
影
響

道
施
設
に
つ
い
て
は
、
当

時
の
人
口
予
測
か
ら
給
水

量
を
見
込
み
、
各
自
治
体

で
最
大
給
水
量
に
見
合
っ

た
規
模
で
計
画
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

建
設
期
間
も
長
く
、
そ

の
後
急
激
な
人
口
減
少
に

転
じ
、
加
え
て
節
水
器
具

の
普
及
や
能
力
向
上
に
よ

り
給
水
量
が
落
ち
込
み
、

現
在
で
は
施
設
規
模
が
過

大
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は

否
め
な
い
。

今
後
水
道
事
業
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
、
更

な
る
経
営
の
効
率
化
を
進

め
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
（
資
産
管
理
）
に
よ

り
、
施
設
の
ダ
ウ
ン
サ
イ

ジ
ン
グ
（
最
適
化
）
等
を

反
映
し
た
施
設
更
新
を
行

い
、
健
全
経
営
と
低
廉
な

水
道
水
を
安
定
供
給
で
き

る
よ
う
努
め
る
。

問

鶴
岡
市
上
下
水
道
事

業
経
営
審
議
会
で
は
、
水

道
料
金
の
答
申
案
の
論
議

の
中
で
、
付
帯
意
見
と
し

て
「
今
後
も
経
費
削
減
に

努
め
、
民
間
委
託
や
水
道

事
業
の
広
域
化
の
検
討
な

ど
、
効
率
的
な
経
営
に
取

り
組
み
、
水
道
事
業
の
安

定
化
と
料
金
の
低
廉
化
に

努
め
る
こ
と
。
」
と
い
う

文
章
が
あ
り
、
委
員
か
ら

「
民
間
委
託
と
い
う
部
分

が
気
に
な
る
。
ど
の
程
度

の
委
託
を
考
え
て
い
る
の

か
、
上
下
水
道
は
社
会
的

な
共
通
の
資
本
で
あ
り
、

こ
れ
が
委
託
さ
れ
て
い
い

の
か
。
安
定
性
、
信
頼
性

は
担
保
で
き
る
の
か
。
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。今

後
、
鶴
岡
市
で
は
、

民
間
へ
の
業
務
委
託
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

「
水
道
事
業
を
ま
る
ご
と

民
間
に
委
託
す
る
こ
と
は

な
い
」
と
い
う
鶴
岡
市
の

考
え
方
が
今
後
も
維
持
さ

れ
て
い
く
の
か
伺
う
。

上
下
水
道
部
長

市
は
29

年
度
か
ら
水
道
事
業
包
括

的
業
務
委
託
を
開
始
し
、

施
設
の
維
持
管
理
や
メ
ー

タ
ー
検
針
、
窓
口
業
務
を

包
括
し
て
業
者
委
託
し
て

い
る
。

専
門
技
術
を
持
っ
た
民

間
業
者
で
行
っ
た
方
が
安

全
で
効
率
的
な
業
務
に
つ

い
て
は
、
委
託
の
方
向
で

検
討
し
て
い
る
。

事
業
運
営
、
安
全
性
・

公
平
性
の
確
保
な
ど
行
政

が
責
任
を
負
う
べ
き
も
の

は
、
今
後
も
委
託
に
よ
ら

ず
行
政
が
行
う
べ
き
と
考

え
る
。

広
域
連
携
を
検
討
す
る

場
合
に
お
い
て
も
、
こ
の

考
え
方
は
同
様
で
あ
る
。


